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研究成果の概要（和文）： 
 本研究においては、従来全く未解明の状態におかれてきた、衆議院事務局による先例集（議
会先例）の形成・運用過程の解明を試みるとともに、併せて、国会法・議院規則の制定・運用
の在り方を明らかにすることを通じて、我が国の議会法・議事法が 内包する特質・問題状況を
明らかにすることを試みた。 
 そのための具体的な方法としては、議会法学の文献に基づく比較法研究、事務局所蔵資料を
用いた実証的研究、および、事務局関係者からの聞き取り調査（オーラルヒストリー）といっ
た手法を総合的に活用することによって、各々の研究手法のみからでは得られない立体的な議
事法像を描くことを試みた。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
 In this research, the main stress is put on these three points. Namely, 1) to make a comparative 
research based on parliamentary laws and praxis, 2) to make a demonstrative research based on not- 
published materials which the parliamentary office has bisher possessed, and finally, 3) to make use of 
the oral-history-method, especially to the persons who had once worked in the Diet office as the 
executives. 
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者の従来の研究は、議会法の形成

過程の解明を主たるテーマとしており、明治
議院規則の成立過程に関する研究（「明治議
院規則の制定過程⑴/⑵完」）や、国会法の制
定に関する研究（「戦後議会制度改革の経緯
⑴」、「占領下における国会法立案過程」、翻
訳「占領期における議会制度改革⑴/⑵完」）、

さらには『逐条国会法〔全 8 巻〕』等の成果
を公表してきた。 
これらの研究を遂行する過程で、憲法制定

過程をはじめとする、現行統治システムの立
案・構築期の未公開史料群が衆参両院に遺さ
れていることが判明した。議会事務局として
も、外部研究者との協力を契機にして、同院
が所蔵する歴史的史料の整理・保存・公開に
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努めたいという意向であった。 
国会両議院の所蔵するこれらの資料は、従

来、完全に非公開とされ、研究目的で調査さ
れたことは全くない。内閣及び省庁が所蔵し
ていた史料は、国会図書館憲政資料室や国立
公文書館で公開されているが、議会両院の内
部史料については、個人が作成・保管した史
料（例、西沢哲四郎文書、鈴木隆夫文書。と
もに憲政資料室で公開）を除き、両議院の倉
庫に一括して保管されたまま、外部研究者の
利用に供されることがなかった。したがって、
本研究計画に相応するような内外の研究成
果は皆無であった。 
 
 
２．研究の目的 

以上の研究背景を踏まえて、本研究におい
ては、⑴ 憲法学・議会(法)学・政治学の隣
接領域に位置する議会先例・憲法体制などの
形成運用過程につき、未公開資料群に基づい
た斬新かつ学際的な実証研究を行う点、⑵ 
衆参両院事務局の全面的な協力を得つつ、オ
ーラル・ヒストリー・メソッドを駆使するこ
とによって、実務経験と学問的分析の架橋を
図る点、⑶ 研究の過程で発見・整理した重
要資料を広く一般にも公開し、特に重要なも
のについては出版・マイクロ撮影等によって
学術的基盤を強化する点に、研究の主眼を置
くこととした。 
第一の点について敷衍すれば、⒜議会両院

の事務局が所蔵する議会先例等に係る未公
開資料群、および国会法・議院規則の立案過
程に関わる未公開 資料群を活用することに
よって、⒝従来全く未解明の状態におかれて
きた、衆議院事務局による先例集（議会先例）
の形成・運用 過程を解明することを目的と
するとともに、併せて、⒞国会法・議院規則
の制定・運用の在り方を明らかにすることを
通じて、我が国の議会法・議事法が内包する
特質・問題状況を明らかにすることを、主た
る目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
したがって、そのための具体的な方法とし

ては、次の三点に重点を置いた研究手法を採
用した。すなわち第一に、憲法学・議会(法)
学・政治学の隣接領域に位置する議会先例・
憲法体制などの形成運用過 程につき、未公
開資料群に基づいたあらたな実証的・歴史的
なアプローチを試みるとともに、第二に、い
わゆるオーラル・ヒストリー ・メソッドを
駆使することによって、実務経験と学問的分
析の架橋を図り、議会先例や議会慣習の形成
主体の在り方にも研究の焦点を当てること
を図り、第三に、研究の過程で発見・整理し
た重要資料を、広く一般に公開して、今後の

議会政治史学や憲政史学の学術的 基盤を強
化すること、である。 
 
 
４．研究成果 
 第一点・第三点については、レヴァイアサ
ン誌に議会先例の形成過程を扱った「統治シ
ステムの運用の記憶」を公表したほか、資料 
集として共編著『議院規則に関する書類』を
公刊している。また、雑誌論文⑹「鈴木隆夫
と議事法」では、戦前から戦後期にかけての
議会官僚が、現在につながる議会法秩序を構
築・構想するに際して果たした役割の一端を、
事務局制度との関連から解明している。 

第二点についても、そのため、先例集・議
事法の形成にかかわってきた議会実務者へ
の聞き取り調査を精力的に行い、下記のよう
な 3件のオーラルヒストリー報告書を新たに
公刊したほか、従来のオーラルヒストリーの
成果を広く一般に還元し、議事法・議会法に
関する研究基盤を拡充するという観点から、
今野彧男氏（衆議院事務局議事部副部長）お
よび近藤誠治氏（衆議院事務局議事部長、初
代調査局長）、谷福丸氏（衆議院事務総長）
のオーラル・ヒストリーをブラッシュアップ
し、関連する資料を補充して、広く一般に刊
行することとした。併せて、参議院事務総長
経験者のオーラル・ヒストリー報告書をブラ
ッシュアップした一般書籍も刊行準備中で
あり、さらに、参議院委員部長として議事法
規に精通した川上路夫氏からの聞き取り調
査について、現在も継続して実施中である。
最後者については、特に参議院委員部の運営
や変遷について、包括的な聞き取り調査を 
実施することができており、2013 年度中に
はこの調査も完了し、報告書として刊行でき
る見込みである。 
第三点については、とくに衆議院事務局庶

務部における庶務課日誌の発掘に成功し、デ
ジタル撮影・保存措置を講じたほか、参議院
においても、憲法制定過程に関与した当局者
が遺した秘密研究会（浮草憲法研究会）の議
事録を発掘し、内容面での精査を進めるとと
もに、その公開に向けた準備を行っている。 

また、現代憲政史にとって意義ある史料と
して、衆議院事務局委員部長を務めた平野貞
夫氏の事務局時代の日記の一部を翻刻した
『消費税国会の攻防――平野貞夫・衆議院事
務局日記』を公刊したが、同書は消費税の導
入過程という政治史研究の観点からのみな
らず、議会先例の形成過程・憲法秩序の具体
的な運用の有様を理解するという観点から
も重要であり、解散権行使の限界や、予算の
自然成立の算定に際して両院協議会の開催
要請をいかに考慮すべきかなど、実際の憲法
運用問題にかかわる論点が多く含まれてい
る。また、未だ顕在化していないが今後憲法

 



 

問題になる可能性のある事柄も、随所に含ま
れていることから、昭和 60 年から平成 4 年
までのすべての時期をカバーする完全版〔全
5巻〕を、2013年度中に刊行する予定である。 
このように、本研究では、従来学問的な研

究があまり行われてこなかった「議会官僚」
の存在に焦点を当て、議会運営や議事法の形 
成過程においてこれらの「議会官僚」が果た
す役割をクローズアップし、その衡量過程を
解明することを通じて、憲法学の一領域たる 
議会法の領域に、実務的な視点をも取り入れ
ながら、初めて本格的に研究の光を当てるこ
とができた。その他にも参議院制度の在り方
や、憲政秩序における議会官僚の在り方など、
関連する論稿を公表している（次項を参照さ
れたい）。 
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